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新年あけましておめでとうございます。会員の皆様には、お健やかに輝かしい新たな

年を迎えられたことと、心よりお慶び申し上げます。 

 さて、昨年は皆様のご支援をいただき、私にとりまして最良の、また忘れられない

記念すべき年となりました。国会議員となった今、その責任の重さを痛感しており、ご

支援いただいた皆様の声を国政の場に届けられるよう頑張りたいと思います。 

 昨年１０月４日に召集された第２００回臨時国会では、厚生労働委員会、議院運営

委員会、政府開発援助等に関する特別委員会（ＯＤＡ特別委員会）及び国民生活・経済

に関する調査会の委員となりました。藤井基之先生も厚生労働委員会の委員となられま

したので、ご指導をいただきながら、薬機法改正などに取り組み、昨年 11 月 21 日の厚

生労働委員会において、初めての質問に立ち、地域連携薬局等への財政支援、遠隔服薬

指導の問題点などについて質問させていただき、加藤大臣、担当局長からご答弁をいた

だきました。そして、２６日の厚生労働委員会で可決され、２７日の本会議で可決・成

立しました。 

自民党では、朝８時から厚生労働部会等たくさんの勉強会が目白押しで、社会保障、

医療、災害対策等に関係する会合にできるだけ参加しています。新人議員として、多く

の会議や勉強会に参加して研鑽に努めております。また、１１月２７日に開催された「薬

剤師問題議員懇談会 世話人会」において、私の懇談会入会が承認され、同日の夕刻に

開かれた総会に議員の立場で参加しました。 

 最後に、皆様にとって本年が素晴らしい一年になりますことを祈念申し上げ、新年

の挨拶といたします。 
 

 


